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第162期 取締役会の実効性に関する評価結果の概要 

当社は、当社グループの持続的な成長と中長期的な企業価値向上を図るため、コーポレートガ
バナンスを重要な課題と認識し、その一環として取締役会の実効性評価を実施しております。 
つきましては、第162期（2025年4月～2026年3月）の取締役会の実効性評価の結果がまとまり

ましたので、その概要を報告いたします。 

記 

Ⅰ.実施内容 
1.評価対象：2025年4月～2026年3月までに開催された取締役会 
2.評 価 者：評価期間に在任の取締役のうち2026年3月末時点で在任の者（計11名） 
3.実施期間：2026年4月～5月 
4.概  要：「取締役会の構成に関する事項」「取締役会の運営に関する事項」「取締役会の議題

に関する事項」「取締役会を支える体制に関する事項」「全般的な評価に関する事
項」に関するアンケート（23問）を実施し、当該アンケート結果の概要について
取締役会での議論を実施。 

 
Ⅱ.総合的な評価結果および前年度の課題への取り組み状況ならびに今後取り組むべき課題 

1.総合的な評価結果 
・アンケート結果を踏まえて議論した結果、当社は、取締役会が適切に運営されており、経
営の監督機能を中心にその実効性を相応に確保していると評価しております。 

2.前年度の課題への取り組み状況 
①課  題：「グループ一体経営の推進」「グループガバナンスの強化」 
②取り組み：「グループ経営企画会議」を新たに発足し、四半期ごとに開催。 

当社および子会社の取締役等をメンバーとするグループ経営企画会議において、
グループ戦略等の議論を行うことで、グループ全体の連携強化を図った。 
今後も引き続き、グループガバナンスの強化と一体経営を推進していく。 

3.今後取り組むべき課題 
①課  題：「社外取締役向けトレーニングの充実」 
②取り組み：社外取締役向けのトレーニングとして、各事業所・工場見学等の頻度を見直す

とともに当社や鉄鋼業界の理解の深化に向けた各種取り組みの強化を図る。 

以上 


